
経営方針と戦略

（招集ご通知４頁）



【A】2013年度 経営スローガン

“工夫（ク） ロスなし（ロ） 実行（ジ）” 汗をかこう

今期経営スローガンは、「クロジ（営業利益） 」化を「ＨＯＷ ＴＯ」レベル
に具体化し、全員が取り組み易いスローガンといたしました。

※「工夫」とは
お金は有限！知恵と工夫は無限！失敗を恐れず。もう一度工夫し
て、チャレンジが成功の鍵です。

※「ロスなし」とは
夏にコタツ冬に扇風機。売れる筈がない。商機を勝機にするには、
タイムリー、ロスなし。品質不良ロスなしが重要です。

※実行
考えてばかりいると日が暮れる。「やれなかったのか」「やらなかった
のか」。できることから具体的にやろう。必ず具体的な答えがもらえ
る。
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【B】経営方針

１．強味を活かしニッチトップ分野を拡げます。

LEDコントロール技術を活かし、LED表示機に続き
業務用LEDライト（投光器分野／LED植物栽培分野等）
へ本格参入します。

２．時流（トレンド）を捉えSA事業を拡充します。

2014年、消費税増税を視野に、対応機種および電子
マネー活用モデルを企画・開発し年末より投入します。
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３．グループ戦略について
連結子会社を黒字および黒字見込度の高い事業体に再編集約し
ます。当社の商品企画／技術企画力を強化し、革新的商品を創造
し続ける「米国Ａｐｐｌｅ社型メーカー」をベンチマークして普及率ゼロ
商材の企画開発に取り組み中核事業を強化します。直営力を、東
京／名古屋／大阪で強化し、粗利率とキャッシュ・フローを改善しま
す。また健全販社との協業支援を強化し、顧客満足度を高めます。

４．事業領域について
「健康、観光」市場および「環境」市場である「デジタルサイネージ、
防災、ＬＥＤ照明」事業は、他企業との「共創」と「協業」を積極的に
進め、抜本的な事業再構築を行います。成長分野の「健康、観光」
市場におけるデジタルサイネージ、ソーシャルネットワーク、ホテル
ＶＯＤ、ＬＥＤ業務用照明、電子マネー等「ソリューションビジネス」に
おけるニッチトップをとり来期以降の急成長を狙います。

【B】経営方針
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１）LED＆デジタルサイネージ商品戦略
１‐1)好評の「BRID」（屋外型LED＋ディスプレイシステム商材）のシリーズ化。
○BRID Jr. ○BRIDⅢ ○グランドBRID

１‐2)コンテンツ制作で「私だけの店舗広告」創りを支援するポータルサイトを用意。
○音声と映像素材コンテンツ ○キャラクター＆イラストコンテンツ

１‐3)投光器LED照明シリーズとして「サインテラス」に加え超高輝度投光器「ハイ
パワーサインテラス」をラインナップに加えました。

【C】商品戦略

サインテラス 投光器24,000
ルーメンタイプ

“業界初”
ナレータによる音声素材を用意

LED＋
32インチ液晶
ディスプレイ

LED＋
19インチ液晶
ディスプレイ

LED＋
LED導光板
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【C】商品戦略
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２）SA&レジサイ商品戦略



販社再販業務
健全販社の増収策（人員の

増強・研修）の強化

大都市圏直営業務
直営力の増強による収益率

の向上

法人直需
全国ネットワークによるSA

（ストアオートメーション）事業強化

3本柱を強化する

【D】営業戦略
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【E】成長戦略

新規事業のポリシーは
「普及率ゼロ」「業界初」とします。

１）成長戦略は、前期より継続している事業を「共創」と「協
業」により経営パートナーとのグリップを強めます。

２）㈱ホスピタルネット（持分法）の病院カードシステム（電子
マネー）／VODシステム等を、トータルテクノ㈱の新規ビ
ジネスグループと協業して、SA事業の「レジサイ」「iPad」
等の「電子個人財布」を企画開発します。

３）従来、㈱オービカルで推進していた、ネットワーク型デジ
タルサイネージを、㈱エムビジュアルと協業して、引き
続きビジネスモデルを「ソーシャル型デジサイネットワー
ク」と「TOEN（トータルエンジョイ＆エマージェンシー）」に
絞り官民型ビジネスとして継続します。 ―７―



【F】参考資料（フジサンケイビジネスアイ記事 2013.6.14）
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【F】参考資料（日経／フジサンケイビジネスアイ）

フジサンケイ ↑
ビジネスアイ
2013.6.17

日経 地域経済版
2013.6.4 ↓

―９―


